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地元産業界等との地域の課題解決に向けた連携事業 

  

連携事業名 地域・家庭・学生が共に育ち合う“遊び場”創造プロジェクト 

本学の対応組織 生活文化科生活こども専攻 

連携している地元産

業界等の組織名称 

ブラウブリッツ秋田、秋田県児童会館 

連携事業における地

域の課題、その課題

解決に向けて設定し

た目標 

全国および秋田県では、子育て支援事業の充実・推進が求めら

れている。 

本事業は、①地域の親子が楽しい時間を過ごせる環境を作り、

保護者が育児を楽しめるようにすること、②地域の親子との

関わりを通して、本専攻で保育者を目指す学生の保育実践力

を養うこと、③①および②を通して本学学生の郷土愛を育み、

秋田県内就職率の向上を図ることを目的に実施する。 

上記の課題の解決に

向けて実施する取組

みの内容 

本事業の 3つの目的を達成するために、「遊び場創造プロジェ

クト」と「学生のボランティア活動」を行う。遊び場創造プロ

ジェクトの実施にあたり、本学は、秋田県児童会館および株式

会社ブラウブリッツ秋田と協定を結び、本学、秋田県児童会

館、ソユースタジアムを開催場所として地域の親子を対象と

した事業を実施する。秋田県児童会館および（株）ブラウブリ

ッツ秋田と連携する理由は、①本学周辺だけでなく、少しでも

広いエリアの親子を対象に事業を実施すること（秋田県児童

会館・ソユースタジアムは秋田市中心部に位置しアクセスが

良好）、②秋田県児童会館や（株）ブラウブリッツ秋田が持つ

遊びのノウハウを学生が学び取り、より質の高い事業を実践

することである。また、11 月には絵本交換会（民間団体）と

協働し、本学で開催する遊び場の一部で絵本交換会を実施す

る。学生のボランティア活動は、秋田県児童会館、秋田市子ど

も未来センターを中心に年間を通して実施する。 

連携先と本学との 

協議体制と協議実績 

年間計画に沿って連携先と定期的に協議を行う。 

地域へのフィード 

バック体制 

事業報告書を作成し、秋田県および、連携先へ提出する。また、

本学ホームページに掲載し、地域に発信（フィードバック）す

る。 

事業の評価体制 参加者および、学生にアンケートを実施し、その結果を連携先

と共有し、評価を受ける。また、本学組織内でも共有し、次年

度に向け改善する。 

  



地元産業界等と連携した実践的 PBLを含む授業科目等の開講 

  

授業科目名 遊び場創造プロジェクト 

連携している地元産

業界等の組織名称 

ブラウブリッツ秋田、秋田県児童会館 

授業等を実施する学

部・学科 

生活文化科生活こども専攻 

授業等を開講する目

的 

本事業には、3つの目的がある。第 1に、地域の親子が楽しい

時間を過ごせる環境を作り、保護者が育児を楽しめるように

する。第 2 に、地域の親子との関わりを通して、本専攻で保

育者を目指す学生の保育実践力を養う。第 3 に、本事業を通

して学生の地域貢献のモチベーションや郷土愛を育み、秋田

県内就職率の向上を図ることを目的とする。 

授業等の具体的な内

容 

本事業の 3つの目的を達成するために、「遊び場創造プロジェ

クト」と「学生のボランティア活動」を行う。遊び場創造プロ

ジェクトの実施にあたり、本学は、秋田県児童会館および株

式会社ブラウブリッツ秋田と協定を結び、本学、秋田県児童

会館、ソユースタジアムを開催場所として地域の親子を対象

とした事業を実施する。また、11 月には絵本交換会（民間団

体）と協働し、本学で開催する遊び場の一部で絵本交換会を

実施する。学生のボランティア活動は、秋田県児童会館、秋田

市子ども未来センターを中心に年間を通して実施する。 

＜ワークショップのための「準備」＞ 

 ・ワークショップの企画・予備体験 

 ・ワークショップに必要な物品の購入 

＜自由遊びのための「遊びスペース作り」＞  

 ・遊びスペースのレイアウト作成 

 ・遊びスペースに必要な物品の購入 

＜遊び実践＞ 

 ・遊び場創造プロジェクト開催日には、ワークショップを 

開催し、子どもの遊びの補助を行う。 

＜振り返り＞ 

 ・参加者アンケートの結果をまとめて、振り返りの参考資 

料とする。 

 ・遊び場創造プロジェクト開催直後および後日に振り返り 

  を行う。 

 

 


